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コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

社是　利他主義
・障害を持った児童・生徒や家族から最も必要とされる企業グループを目指す
・全役職員がホスピタリティ精神に溢れ、働くことの喜びを感じながら、会社とともに成長する活気ある企業文化を作る
・地域社会から圧倒的に支持される発達障害に特化した障害児施設を目指す

事業所名 フォレストキッズ太田児童発達支援教室 作成日支援プログラム

トランプや絵カードを使用したメモリーゲームやメモリーチェスなど、遊びながら短期記憶とワーキングメモリの強化を図り、パズルや迷路、ブロック等で思考力や問題解決能力などを養
います。お子さまが日常生活でより良い行動を選択し、自立した行動や集団の中での適応力を高めることを目指し、ABA(応用行動分析)を取り入れています。また、結果だけではなく取り
組んだ過程や努力を認められる事で、自信を持って行動やチャレンジが出来るように、支援をします。

お子さまとのマンツーマンでの関わりの中で、ジェスチャー・表情から意思を汲み取り代弁をしたり、絵カードを用いて意思を確認しながらコミュニケーションを図る事などから、伝わる事の喜びを味わえ
るよう支援を行います。また、表現力豊かに伝える事、他人の話を聴く力も身に付けられるよう言葉がけをし、お子さまそれぞれの言語課題に向き合い、言葉でのコミュニケーションや気持ちの表出に繋げ
られるよう支援をします。書字課題においても、砂文字等を利用した触覚と視覚からのアプローチや、ビジョントレーニングなどの見え方にも着目したアプローチを行います。

順番やルールを守る事、役割分担や協力をする事、応援をしたりされる喜びを味わう事で協調性や調整力を身に付けられるよう、個別療育の中に小集団活動を取り入れます。また、ソー
シャルスキルトレーニングでは、絵カードや表情カードを用い、他者と適切にコミュニケーションを取り「ありがとう」「ごめんね」などの会話スキルや、状況に応じた言動を学びます。
他者の感情理解と自己表現のスキルが身に付けられるよう、お子さまの表情や言葉を支援員が適切に捉えながら言葉や会話に繋げていきます。

支援方針

・スタッフ全員が温かい心でお子さまと向き合います。お子さまの意思や個性を尊重し、発達段階やニーズに応じたオーダーメイド療育プログラムを提供します。
・固定のカリキュラムではなく、お子さまの興味や好きな事(物)に合わせたプログラムで、「出来た！」「嬉しい！」「楽しい！」を積み重ね、意欲と自信に繋げます。
・保護者さまとの連携を重視し、ご相談にのらせていただいたり話しを伺いながら、ご家庭との協力を通じてお子さまの成長をサポートします。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

家族支援

お子さまの成長を支えるために、ご家族との連携を重要視しています。家族支援には、保護者さま向けの定期
的な子育てサポートなどの育児相談も含まれ、ご家庭での様子やお子さまの発達についてのアドバイスをしま
す。また、兄弟姉妹への支援も行い、家族全体でお子さまをサポートできる環境を整えます。共感や情報共有
ができるコミュニティを形成出来るよう考えていきます。

移行支援

お子さまの成長に合わせた移行を、スムーズに進めるための支援やアドバイスを行っています。保育
園や幼稚園、小学校などへの移行時期には、お子さまが新しい環境に適応できるようサポートしま
す。また、移行先との連携をはかり、必要に応じてフォローアップを行う事で、お子さまと保護者さ
まの不安やストレスを軽減します。

地域支援・地域連携
（インクルージョン）

地域社会とのつながりを大切にし、地域支援や地域連携の取り組みを積極的に行っています。地域の保育所や
学校、他の児童発達支援施設と連携し、情報共有や支援体制の強化を図ります。また、地域イベントの案内や
情報の共有、地域交流を促進し、お子さまが地域社会に溶け込み、安心して生活できる環境を提供します。地
域全体でお子さまの成長を支える仕組みを構築しています。

職員の質の向上

ミーティングで支援内容の共有と相談。支援会議の実施。定期的におこなう内部研修。積
極的な外部研修への参加。

支　援　内　容

日常生活に必要な基本的動作を、スモールステップで進め自立を目指します。支援課題の中に着替えや片付け、トイレトレーニングなどを入れ、「出来た」という達成感を得る事で自己肯
定感を育てながら習得を進めていきます。お子さまそれぞれの個別のお悩みに具体的に対応し、日常生活がよりスムーズに過ごせるように取り組みます。
TEACCHプログラムを用いた構造化された個別環境で、タイムタイマーや絵カードを使用し、視覚的にも理解を促しながら気持ちや物事に対する切り替えを学べるよう配慮していきます。

ジオボードやボールキャッチ、じゃんけん体操等、視空間認知トレーニングや眼球運動トレーニング、目と体のチームワークトレーニング等のビジョントレーニングを取り入れ、楽しく見
る力を鍛える事で情報処理能力や集中力を養います。また、バランスボールやトランポリン、サーキットなどの粗大運動で、心身を開放しながら楽しみ、バランス感覚を養う事や、触覚
マットやスライム・砂粘土等の様々な感触に触れる事で感覚への適応力を高めます。
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